





大倉精神文化研究所研究員 星原‒ 大輔 
（2019 年 10 月 26 日、東京谷中の全生庵） 
 





















































































































































































（現 第 5 集会室）に掲げられていて、来客
があった際には大倉は必ずそこに連れて行
き、この絵を見せながら、なぜ自分が研究所
を設立しようとしたのかを説明していたそ
うです。 
この曼荼羅の全体像を創案したのは大倉
です。曼荼羅の中央に描かれているのは聖
徳太子です。その周囲には、最澄や空海など
といった日本の歴史・文化を象徴する人物
が描かれています。残された資料によって、
大倉が東京帝国大学史料編纂所の所長・辻
善之助という仏教史学者らに、描く人物の
選定を依頼したことが分かっています。辻
らは、日本精神を象徴する人物として、仏
教、儒教、そして神道からそれぞれ代表的な
「先哲」10 人を選んだと、大倉に伝えてい
ます。 
そしてこの人物たちをどういう形で配置
して描くのか、大倉が曼荼羅の制作を依頼
したのは画家の井村方外です。戦前の美術
関係の書籍などを見ると、彼は日本最初の
公設展・文部省美術展覧会（文展）の第一回
で入選し、仏教画など宗教画を描く画家と
して、それなりに知られていたようです。し
かし彼の作品のほとんどが東京大空襲で焼
けてしまい、終戦直後の昭和 21 年に亡くな
ったため、今では残念ながらほとんど知ら
れていません。大倉の依頼を受けた方外は、
日本各地の寺院や美術館を回って人物の肖
像画などを模写し、また曼荼羅の構図を研
究しながら、この曼荼羅を完成させました。 
さて研究所には、昭和 30 年代に大倉が研
究所の内部を案内している録音テープが残
っています。その中で大倉が、この曼荼羅を
通して何を伝えようとしていたのかという
ことを少し語っていますので、最後にそれ
を紹介したいと思います。1 つは「日本人の
思想・心」です。聖徳太子を中心に、最澄や
空海など仏教に係る各宗派の開祖をはじめ、
学問の神様として著名な菅原道真は儒教の
代表として、そして今ではあまり知られて
いませんが、神皇正統記を書いた北畠親房
は神道の代表として描かれています。曼荼
羅を通して、日本の歴史や文化がどういう
人によって形成され受け継がれたのかを理
解してもらいたいということです。 
そしてもう 1 つが「人間は大宇宙の中で
日本精神文化曼荼羅（上）、配置図（下）
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生かされている」ということです。中心にあ
る大小の 2 つの円は太陽と月を表しており、
全宇宙を象徴する構図になっていると説明
しています。そして円の周辺に人を描くこ
とで、人間は生きているのではなく「大宇宙
の真理」、すなわち大自然に生かされている
ということを表している、と。 
このように日本精神文化曼荼羅は、大倉
精神文化研究所の設立理念や大倉邦彦の人
生観、社会観がうかがえる非常に大切な資
料です。これまで大切に受け継いできまし
たが、さすがに 90 年近い時間が経ちますと
痛みが生じ、劣化が激しくなってきました。
またこれまで壁に掛けていただけでしたの
で少々不安定でした。そこで冒頭で触れた
ように、90 周年を迎えるにあたって、本年
夏、修復したうえで展示ケースを新たに設
けて保存することにしたのです。新しい展
示ケースに入れたことで、曼荼羅はより一
層映えるようになりました。ぜひかつての
研究所本館である大倉山記念館に足を運ん
でいただき、附属図書館の閲覧室にある日
本精神文化曼荼羅をご覧いただければと思
っています。 
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